
三笠市CO2地下固定実験
概要紹介

三笠市×三笠市CO2地下固定研究業務受託コンソーシアム

三笠市は

道内近代炭鉱発祥の地
です。

平成元年の北炭幌内炭鉱閉山を最後に、坑内掘り炭鉱は三笠市から姿を消し、急激な人口減
少、産業の衰退を迎えることとなります。しかし、閉山の理由は石炭が枯渇したからではあり
ません。110年間の坑内掘りで採掘された石炭は、全体の2割にも満たない量であり、今なお三
笠市内には約7.5億トンの石炭があるとされています。この未利用な石炭を活用して水素を製
造し、自立したエネルギー網を構築することで、産業の活性化や地域防災力の強化などに繋げ、
水素エネルギー社会の構築を目指しています。
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H-UCG ハイブリッド石炭地下ガス化

三笠市では、未利用で豊富な石炭資源を活用し、産業振興や安定したエネルギー
供給を目的として、カーボンフリーな水素製造事業となるH-UCG事業を推進してい
ます。なぜH-UCG事業にカーボンフリーという要素が必要なのでしょうか?

H-UCGとは
石炭と木質バイオマスを活用
したカーボンフリー水素製造
事業です。

※木質バイオマス
間伐後放置された間伐材や製材工
場の端材など、木材に由来する未
利用な資源のこと

世界が目指す脱炭素



石炭使用でもカーボンフリーになる理由

１．CCS
(Carbon dioxide Capture and Strage)

CO2は水に溶けたり、石炭に
吸着する性質を持っています。
ガス化の過程で発生したCO2
を地下に送り込み、採掘跡を
流れる坑内水や未採掘の石炭
に吸着させることで、CO2を
地下に封じ込めます。

２．CCUS
(Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage)

CO2と反応し固まるスラリー
剤（スライム状の物体）を地
下に送り込み、地下に送り込
まれたCO2と反応させて固化
させることで、安定的に地下
に固定します。地盤の安定化
にもつながります。

３．木質バイオマスの利用
植物はCO2を固定するはたら
きがあることから、森林の適
切な管理を条件に、木材の利
用は脱炭素につながるとみな
すことができます。市内面積
の86％は森林であり、豊富な
森林資源の積極的な活用を進
めます。

石炭をガス化する過程でCO2（二酸化炭素）が発生します。このCO2をそのまま排出してしまう
とカーボンフリー（CO2排出量実質ゼロ）にはならないので、以下の３つの方法でCO2への対応を
行います。


